
本市には経営規模の小さい農業者が多く、そうした経営体は繁忙期の人手不足

に悩まされてきました。この一方で、都市的環境で生活する市民の中には、農業

に強い関心を持ち、ボランティアという形で農作業に協力したいという人が少な

からずおられます。 

本市は、農業ボランティアの育成と支援を行い、市民が意欲ある農業者を支え

る仕組みを育てていきます。  

都心を含め市内各所で開催されている朝市・青空市等は、市内産農産物を地元

で消費する地産地消の場であるだけでなく、都市農業と市民をつなぐ最も身近な

出会いの場でもあります。本市は、朝市・青空市の開催支援や「なごやさい」の

ＰＲ等により、地産地消を促進していきます。 

施策13 農業ボランティアを育成しその活動
を支援します。  

施策12 朝市・青空市の活動支援や情報発信
により、地産地消を促進します。  

農業ボランティアの研修風景（農業センター） 

5  第3の柱 農業と市民をつなぐ 

つながりの施策 農業と市民のつながりを 
はぐくみます。 
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■特色ある朝市・青空市 
本市では生産地と消費地の距離が近い都市農業の強

みを生かした朝市・青空市が各所で開催されていま

す。市街地と農地が近くにある地域では、農業協同

組合などが主体となって、地域に密着した「市（い

ち）」が開催されています。また、名古屋駅エリア

や栄エリアなどの都心部では、繁華街を訪れた市民

が近郊の農家から直接、こだわりの農産物を購入す

ることができる、都市ならではの「市（いち）」が

開催されています。 

■地域の特色を生かした地産地消の取組 
本市は、それぞれの地域の特色を生かした地産地消を進めています。 

例えば、中川区では、地産地消フェアを開催し、地域の伝統野菜「野崎2号白菜」

を使った料理の試食や、地域特産の農産物の直売等を通して、地域農業に愛着を

持ってもらえるよう取り組んでいます。 

また、緑区と天白区では、市民が直売所、朝市・青空市、市内産農産物を取扱う

スーパーマーケットや飲食店をめぐる「地産地消スタンプラリー」を実施してい

ます。 

朝市・青空市（上：オアシス21、下：緑区） 

地産地消フェア（中川区） 

■なごやさいの消費促進 
本市は「なごやさい」の愛称のもと、市内産の

野菜の販売・消費を促進しており、様々な場所

において「なごやさい」をＰＲしています。ま

た、農業協同組合による移動販売車を使った都

心部での「なごやさい」の販売なども行われて

います。 

移動販売車 

市民が農業を元気にし、農業が市民生活を豊かにするような、

農業と市民のより良い関係をはぐくみます。   

地産地消スタンプラリー（左：緑区、右：天白区） 
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都市農地は、新鮮な農産物を供給するだけでなく、市民生活に潤いをもたらす

貴重な緑地空間でもあります。 

本市は、生産緑地の指定を受けていない農地が市街化区域に比較的多くあるこ

とから、生産緑地地区の面積要件緩和等により、多面的機能を持つ都市農地がき

め細かく保全されるよう促し、良好な都市環境の形成を図っていきます。  

農地や農業には、食料生産という機能のほかに、資源循環、気象緩和、雨水浸

透、災害抑制といった様々な機能を持っています。こうした機能は、多面的機能

と呼ばれており、都市農業については、特に防災機能が注目されています。 

本市は、防災協力農地登録制度に取り組み、都市における農地の防災機能の発

揮を促進していきます。  

施策15 都市農地を活用し、良好な都市環境
の形成を推進します。  

施策14 農地の防災機能を十分に発揮させ、
市民生活の安心・安全を守ります。  

生産緑地（中川区） 

都市環境の施策 農業の多面的機能の発揮を促進すると 
ともに、市民にその大切さを伝えます。  

生産緑地の表示看板 
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■防災協力農地 

大地震の発生時、市民がとっさの避難空間として

農地を利用できるよう、本市は防災協力農地への

登録を推進しています。防災協力農地には立て看

板を設置し、避難空間として市民に認知していた

だくとともに、都市農地には重要な機能があるこ

とを伝えています。 
防災協力農地（中川区） 

■農地がはぐくむ市民交流 

都市の農地は地域住民の集いの場所にもなりま

す。守山区では、春になると農地の一部をレンゲ

畑に衣替えして、ハチミツ搾り体験や、花輪作り

のイベントを行うなどして、市民の交流の場とし

て活用しています。 

一面のレンゲ畑（守山区） 

■なごやの農地の構成（大都市比較） 

他の大都市と比較す

ると、本市は市街化

区域内において、生

産 緑 地 地 区 の 農 地

（青色）より生産緑

地 地 区 以 外 の 農 地

（赤色）が占める割

合が多いのが特徴で

す。 

※構成比は小数点以下第2位を四

捨五入しているため、合計しても

必ずしも100とはならない。 

※各統計の時点は次のとおり。

【H29.1.1】横浜市（全て）、大

阪市（全て）,【H29.7.11】 

神戸市（生産緑地地区面積） 

【H28.12.19】名古屋市（生産

緑地地区面積）,【H28.11.25】 

京都市（生産緑地地区面積）, 

【H28.1.1】名古屋市（生産緑地

面積以外）、京都市（生産緑地地

区面積以外）、神戸市（生産緑地

地区面積以外） 

第3の柱 農業と市民をつなぐ 
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